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目的 
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背景 
 バグフィルターは公害防止機器として産業界で広く用いられている。しかし、この

装置の詳細な濾過機構は解明されていない。そのために、装置設計や性能の推算は経

験に頼らなければならないのが現状となっている。 

バグフィルターの濾過効率特性に関する研究 
バグフィルターの設計には、圧力損失と排気粉塵濃度を精度良く推算することが重要 
 
 

一様払い落とし、斑落ちの両モデルでの比較、検討を行う 
実験装置  

①Table feeder ②Bag filter ③Orifice ④Blower
⑤Differential pressure transmitter 
⑥Dust monitor ⑦Computer 

 

ている。 

 

払い落しモデル
一様払い落しモデル 

斑落ちモデル 
圧力損失の比較
左の均一モデルのグ

ラフでは、実験結果と

比較すると初期と最

終圧損は一致するが、

集塵操作中では、大き

な差が見られる。一

方、右の斑落ちモデル

では、集塵操作中の圧

力損失をよく表現し
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